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『言
海
』
を
編
ん
だ
大
槻
文
彦
を
弟
に
持
つ
大
槻
如
電
（
修
二
）

は
、
漢
学
者
も
し
く
は
歴
史
家
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
蘭

学
史
研
究
の
黎
明
期
に

『
日
本
洋
学
年
表
』
(
-
八
七
七
）
を
上

梓
し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
を
可
能
に

し
た
の
は
、
日
本
近
代
史
の
父
・
大
久
保
利
謙
が
「
大
槻
家
洋

学
史
」
と
評
す
る
よ
う
に
ー
、
江
戸
蘭
学
の
泰
斗
で
あ
っ
た
祖
父
・

大
槻
玄
沢
か
ら
伝
わ
っ
た
蘭
学
資
料
を
家
蔵
し
て
い
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
如
電
が
刊
行
を
構
想

し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
手
稿
「
日
本
洋
学
史
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
第
五
章
上
（
文
学
篇
）
に
は
、
「
柳
圃
文
集
」
と
い
う
名
の

蘭
和
対
訳
文
例
集
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
柳
圃
」
と
は
す
な
わ

ち
志
筑
忠
雄
の
こ
と
で
、
表
題
通
り
な
ら
こ
れ
は
志
筑
の
文
章

に
遡
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
瞥
し
て
そ
の
根
拠
は

見
当
た
ら
な
い
。

は
じ
め
に

大

島

明

秀

蘭
和
対
訳
文
例
集
「
柳
圃
文
集
」
の
作
者
は
誰
か

ー
志
筑
忠
雄
研
究
外
伝
ー

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
俎
上
に
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
「
柳
圃
文
集
」
の
概
要
を
案
内
す
る
と
と
も
に
、
海
外
資
料

も
交
え
て
構
成
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
志
筑
忠
雄
作
者
説

の
信
憑
性
に
つ
い
て
吟
味
し
つ
つ
、
各
種
問
題
点
や
様
々
な
可

能
性
を
提
示
す
る
。

一
、
「
柳
圃
文
集
」
の
構
成
と
大
槻
如
電
の
導
入

大
槻
家
蔵
資
料
を
底
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
蘭
和
対
訳
文
例

集
「
柳
圃
文
集
」
は
、
大
槻
如
電
に
よ
る
導
入
と
、
蘭
文
と
そ

れ
に
対
応
す
る
和
文
を
一
対
と
す
る
文
例
か
ら
成
り
、
そ
の
構

成
内
容
は
次
の
五
つ
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
大
槻
如
電
の
導
入

②
通
詞
起
請
文
九
箇
条
の
蘭
和
対
訳
文
（
年
紀
、
署
名
な
し
）

③
格
言
の
蘭
和
対
訳
文
（
蘭
文
の
み
署
名
あ
り
）

④
「
八
丈
ヶ
島
人
江
教
諭
」
の
蘭
和
対
訳
文
（
蘭
文
・
和
文
と

も
に
年
紀
あ
り
）

⑤
普
通
文
四
例
と
和
歌
三
例
の
蘭
和
対
訳
文
（
年
紀
、
署
名

な
し
）

構
成
内
容
②
＼
④
は
文
例
で
、
こ
れ
ら
は
必
ず
蘭
文
か
ら
先

に
記
し
、
つ
い
で
和
文
を
掲
載
す
る
順
が
取
ら
れ
て
い
る
。
構

成
内
容
①
の
導
入
部
は
、
当
該
資
料
に
対
す
る
如
電
の
説
明
で
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此
柳
圃
ハ
蘭
文
ヲ
翻
訳
ス
ル
ニ
巧
ナ
ル
ノ
ミ
ラ
ス
、
蘭
文
ヲ

書
キ
綴
ル
事
モ
亦
妙
ヲ
得
タ
リ
。
蓋
其
文
法
二
熟
達
セ
シ
ニ

因
ル
者
ナ
ラ
ン
。
柳
圃
文
集
卜
称
ス
ル
一
巻
ア
リ
。
皆
国
文

ヲ
横
文
二
訳
セ
シ
者
ニ
テ
、
其
巧
妙
ナ
ル
事
ハ
、
彼
我
両
文

相
対
シ
テ
嘔
モ
鮒
顧
ス
ル
事
ナ
シ
ト
云
フ
。
今
其
中
ノ
両
一
――

篇
ヲ
左
二
挙
ク
。
但
シ
通
詞
起
証
文
ハ
既
二
上
二
出
シ
タ
レ

ド
、
原
文
卜
対
照
セ
ン
ガ
為
メ
ニ
再
ヒ
此
二
載
ス
2

芍

k

,)
入ー
'

偉
；
喜
足
證
文
h

凡
：
｀
上

・・
出

L

タ
レ

F

油
文
よ
”

―

“::i馬
9

"
：
呑

ヒ
砂
“
；
双
衣

一
り

日

4
"直`i

…

~
il 

↓
m
 

転

｛
 

l峠
知
~
り
蘭
久

9
翻
訳
r
f}
，
一
巧
ゥ
し！
をy
:

;：
＇級入
1

t
ぷ

灼

9

惰
9

り
ぷ
其
文
怯
～
；
杞
遭
し

．レ

りょンョ

，ぶ
こ
ふ
9

9
シ

杓

図

又

集

：

t
こ
火

？`9
皆

配

文

入
ノ

,

快

]
溢
訳

セ

・:
{
-
9
其
巧
妙
ャ
心
ー
＂
扱
我
？
へ
ね

導
ゲ
の
レ
電
コ
如
ル

軒

E
r
t‘7
紅
紐
公

レ
｀
了

レ

：

；
？

今
兵
中

i

S

エ
岳

，
 

み
＼
 

ヽ

大
シデ
l
館
図
書図会国立国、.¥

あ
る
。
そ
れ
で
は
①
を
見
て
み
よ
う
。

ど
う
や
ら
底
本
と
さ
れ
た
大
槻
家
蔵
資
料
自
体
が
「
柳
圃
文

集
卜
称
ス
ル
一
巻
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
表
題
か
ら
、
如

電
は
「
志
筑
忠
雄
作
」
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
蘭
文
と
和
文
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
、
如
電
は
「
皆
国

文
ヲ
横
文
二
訳
セ
シ
者
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
構
成
内

容
②
の
通
詞
起
請
文
や
、
④
の
「
八
丈
ヶ
島
」
と
い
う
地
名
、
そ

し
て
⑤
の
和
歌
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
固
有
の
も
の
な
の
で
、

少
な
く
と
も
②
④
⑤
に
つ
い
て
は
、
間
違
い
な
く
和
文
が
先
に

あ
っ
て
、
そ
の
訳
と
し
て
蘭
文
が
作
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
、

④
に
は
唯
一

O
p
achtste m
a
a
n
d
 d
e
s
 d
e
r
d
e
 j
a
a
r
s
 

v
a
n
 Q
i
o
w
a
 
(
享
和
三
年
八
月
）
と
の
年
紀
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ

か
ら
「
柳
圃
文
集
」
は
享
和
三
年
(
-
八

0
三
）
八
月
以
降
に

編
ま
れ
た
資
料
と
考
え
て
よ
い
。

二
、
構
成
内
容
の
検
討

作
者
や
資
料
成
立
に
関
わ
る
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
「
柳
圃
文

集
」
の
構
成
順
と
は
異
な
る
が
、
以
下
、
構
成
内
容
の
う
ち
、
③

格
言
、
②
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
す
る
通
詞
起
請
文
、
な
ら
び
に
④
「
八

丈
ヶ
島
人
江
教
諭
」
の
順
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
加
え

る
。
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(
1
)
 
格
言

D
e
 g
r
o
o
t
s
t
e
 D
e
u
g
d
 e
e
n
 g
e
l
e
e
r
d
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 b
e
s
t
a
a
t
 niet in 

N

苦
e
g
e
l
e
e
r
d
h
e
i
d
.
 
w
a
a
r
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n
d
e
r
e
n
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o
v
e
n
 g
a
a
t
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m
a
a
r
 in d
e
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i
l
d
h
e
i
d
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n
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e
d
e
r
i
g
h
e
i
d
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a
r
m
e
d
e
 hij a
n
d
e
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re
n
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u
n
d
i
g
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a
ak
t
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n
 z
i
c
h
 d
a
a
r
d
o
o
r
 v
e
r
w
e
r
f
t.
 

L

マ

マ

j

m
e
t
 he
t
 ho
l
l
a
n
d
s
c
h
 o
p
p
e
l
s
t
e
l
d
 

J

。or

Y
o
s
i
w
o
 R
o
k
z
i
r
o
 

先
覚
の
大
徳
ハ
其
才
学
の
諸
人
に
越
た
る
に

あ
ら
す
し
て
其
寛
と
謙
と
を
以
て
人
オ
を
成
し

て
誉
を
獲
る
に
あ
り
3

図
2
は
構
成
内
容
③
の
全
文
で
あ
る
。
蘭
文
第
一
行
か
ら
第
四

行
に
及
ぶ
格
言
を
現
代
日
本
語
に
訳
す
と
、
「
学
者
の
最
大
の
徳

は
、
他
を
凌
ぐ
そ
の
学
習
に
あ
る
の
で
は
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ

て
他
人
に
知
識
を
与
え
、
自
身
を
手
に
入
れ
る
寛
大
さ
と
謙
虚

さ
に
あ
る
」
と
な
り
、
和
文
の
内
容
が
概
ね

一
致
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
和
文
が
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
起
因
し
て
か
、
大
槻
如
電
を
は
じ
め
と
す
る
読
者
が、

ま
で
第
五
行
か
ら
最
終
第
七
行
に
記
さ
れ
て
い
る
作
成
者
に
係

る
情
報
を
見
逃
し
て
い
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

蘭
文
第
五
行
の

o
p
p
e
l
s
t
e
l
d
は
o
p
g
e
s
t
e
l
d

(
o
p
s
t
e
l
l
e
n

〈
作

成
す
る
〉
の
過
去
分
詞
）
の
誤
写
だ
と
見
ら
れ
、
そ
う
考
え
る
と
、

第
五
行
か
ら
第
七
行
の
現
代
日
本
語
訳
は
、
「
オ
ラ
ン
ダ
語
で
の

作
成
は
吉
雄
六
次
郎
に
よ
る
」
と
な
る
。
こ
こ
に
作
成
者
と
し

て
明
記
さ
れ
て
い
る
吉
雄
六
次
郎
と
は
、
長
崎
の
鳴
滝
塾
で
シ
ー

の
通
訳
を

ボ
ル
ト

(
P
h
i
l
i
p
p
F
r
a
n
z
 B
a
l
t
h
a
s
a
r
 v
a
n
 S
i
e
b
o
l
d
)
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こ
れ
図2上部に格言の蘭文、中部にその対訳和文が見える
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
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務
め
た
吉
雄
権
之
助
の
こ
と
で
、
同
人
が
志
筑
忠
雄
の
門
弟
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
蘭
文
に
は
志
筑
蘭
語
学
の
方
法
や
方
法
が

少
な
く
と
も
直
接
の
作
文

反
映
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

者
は
志
筑
で
は
な
か
っ
た
。

(2
)
通
詞
起
請
文

構
成
内
容
②
は
、
阿
蘭
陀
通
詞
が
誓
約
さ
せ
ら
れ
た
九
箇
条

に
わ
た
る
起
請
文
で
あ
る
。
以
下
、
第

一
条
を
引
用
す
る
。
な
お
、

原
文
で
は
蘭
文
が
九
条
続
い
て
か
ら
和
文
が
後
続
す
る
が
、

こ
で
は
便
宜
上
、
第

一
条
の
蘭
文
と
和
文
を
併
記
す
る
。

N
a
d
e
m
a
a
l
 ik d
o
o
r
 d
e
 o
v
e
r
h
e
i
d
 a
l
d
u
s
 tot h
o
l
l
a
n
d
s
c
h
e
:
・・:tolk 

a
a
n
g
e
s
t
e
l
d
 zij
,
N
o
o
 zal ik h
a
a
r
 v
o
o
r
t
a
a
n
 in all z
a
k
e
n
,
N
o
n
d
e
r
 d
e
 

m
i
n
s
t
e
 veinzerij
,
N
o
o
 z
o
r
g
v
u
l
d
i
g
 e
n
 z
o
o
 b
e
d
a
c
h
t
z
a
a
m
l
i
j
k
,
 als h
e
t
 

m
o
g
e
l
i
j
k
 is
,
 ge
h
o
o
z
a
m
e
n
 ;
 en
 d
e
 keizerlijke o
u
d
e
 w
e
t
t
e
n
 b
e
n
e
v
e
n
s
 d
e
 

d
a
a
r
n
a
 u
i
t
k
o
m
e
n
d
e
 b
e
v
e
l
e
n
 stipelijk n
a
k
o
m
e
n
.
 

私
儀
阿
蘭
陀
御
通
詞
被
仰
付
候
上
ハ
毛
頭
後
闇
儀
不
仕
諸

事
心
之
及
丈
者
入
念
大
切
二
相
勤
従
前
之
御
法
度
を
始
以
後

被
仰
出
候
趣
堅
相
守
可
申
事
4

こ

蘭
文
を
現
代
日
本
語
訳
す
る
と
、
「
私
は
政
府
に
よ
っ
て
こ
の

よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
…
通
訳
に
任
命
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
今

後
諸
事
に
お
い
て
、
最
小
の
偽
り
も
な
く
、
慎
重
か
つ
用
心
深
く
、

可
能
な
限
り
従
う
。
帝
国
の
古
い
法
に
加
え
、
そ
の
後
に
出
さ

れ
た
命
令
を
厳
格
に
履
行
す
る
」
と
な
り
、
通
詞
起
請
文
の
内

容
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
ド
イ
ツ

・
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ
ム
（
以

下
ル
ー
ル
大
学
）
に
所
蔵
さ
れ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
・

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
同
じ
文
章
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
5

。
綴
り
や
単
語
に

~｀ふ”......，•W 7 
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ふ-乙で摯“咄夕吟¥～んぶジR

ら～夕必必とがr乙-←←メ公
噸っ夕9-4な-J-必 4 .. ⇔-匹/9屯
ゾ“必義ダ4 -9納、一 —-上←¢4
事-'応心ん公ばハい…身‘““←”ィ

““～占ハ必'.'.'-”忍吟-_““
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4“な ィん池ぶ'‘？圧4 ←,9、、
念ダー“…タデ'”ン9.“己：ジ＇し、J／ぶく
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Sふ~,.J;X`｛がヽ ，ぺ＊、；；ら中 、~L-"“グ嶋 7たい
紀……”へ＇毒正が 9 9ヽイ’ダ9

図3Voorwaa「denvan den Eed.（誓約の条件）と蘭訳された通詞起請文
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
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多
少
の
異
な
り
が
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

全
九
箇
条
が
一
致
す
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
資
料
や
情
報
の
入
手

に
際
し
て
、
そ
の
大
半
は
吉
雄
権
之
助
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、

な
ら
び
に
先
述
し
た
構
成
内
容
③
の
作
成
者
を
勘
案
す
る
と
、

「
柳
圃
文
集
」
掲
載
の
通
詞
起
請
文
蘭
文
も
吉
雄
権
之
助
の
手
に

成
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
で
、
通
詞
の
誰
か
が
過

去
に
作
成
し
た
蘭
文
で
、
そ
れ
が
阿
蘭
陀
通
詞
間
で
伝
わ
っ
て

い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

な
お
、
志
筑
忠
雄
は
稽
古
通
詞
を
勤
め
た
の
で
当
然
通
詞
起

請
文
は
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
若
く
し
て
職
を
辞
し
て

野
に
あ
っ
た
の
で
、
阿
蘭
陀
通
詞
間
に
伝
わ
る
起
請
文
の
蘭
文

を
作
成
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
志
筑
忠
雄

の
作
文
で
あ
る
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

(
3
)
「
八
丈
ヶ
島
人
江
教
諭
」

構
成
内
容
④
「
八
丈
ヶ
島
人
江
教
諭
」
の
存
在
は
問
題
を
さ
ら

に
複
雑
化
さ
せ
る
。
内
容
は
、
親
孝
行
や
老
人
・
幼
児
に
対
す

る
慈
悲
と
因
果
応
報
を
説
い
た
あ
り
ふ
れ
た
文
章
で
あ
る
が
、
そ

の
種
本
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
何
よ
り
不
審
な
の
は
、
既

述
の
ル
ー
ル
大
学
蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
蘭
文
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
瞥
し
て
文
章
が
異
な
る
和
文

「
八
丈
島
教
諭
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
6

。
そ
れ
で
は
双
方

の
冒
頭
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

【「
柳
圃
文
集
」
】

人
生
れ
て
ハ
、
お
の
れ
ほ
ど
大
切
な
る
も
の
な
し
。
如
何

に
と
な
ら
バ
、
凡
そ
人
の
求
る
所
之
常
の
住
所
、
時
々
の

着
物
、
毎
日
之
食
物
の
如
也
。
皆
お
の
れ
を
養
ハ
ん
が
為

に
者
こ
れ
其
身
を
大
切
な
り
と
す
る
が
故
な
り

【
ル
ー
ル
大
学
蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

そ
も
／
＼
人
と
生
ま
れ
て
ハ
、
お
の
れ
よ
り
可
愛
き
ハ
な

し
。
わ
れ
を
養
は
ん
か
た
め
に
、
常
の
住
所
ハ
さ
ら
に
も

い
わ
す
、
夏
冬
の
着
物
を
も
と
め
、
朝
け
、
夕
食
に
飽
さ

る
も
、
是
皆
現
身
を
愛
す
る
ゆ
ゑ
な
り
け
り

か
よ
う
に
両
者
の
文
意
は
一
致
す
る
も
の
の
文
体
が
全
く
異

な
り
、
そ
の
状
況
は
冒
頭
部
の
み
な
ら
ず
資
料
全
体
に
及
ぶ
。
加

え
て
、
「
柳
圃
文
集
」
の
蘭
文
年
紀
は

O
p
a
c
h
t
s
t
e
 m
a
a
n
d
 d
e
s
 

d
e
r
d
e
 j
a
a
r
s
 v
a
n
 Q
i
o
w
a
、
そ
し
て
対
約
和
文
の
年
紀
が
「
享
和

三
年
八
月
」
と
記
さ
れ
る
一
方
、
ル
ー
ル
大
学
蔵
の
和
文
で
は
「
癸

亥
八
月
」
と
の
み
あ
り
、
元
号
の
代
わ
り
に
干
支
が
記
さ
れ
る

な
ど
様
々
な
謎
を
学
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
「
八
丈
ヶ
島
」
（
八
丈
島
）
と
い
う
日
本
固
有
の
地
名
や
、

「
柳
圃
文
集
」
の
年
紀
に
日
本
固
有
の
元
号
・
享
和
が
用
い
ら
れ
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慾へ

"
J
、¥，

r 今

て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
第
一
に
和
文
が
あ
っ
て
、
第
二

に
そ
こ
か
ら
蘭
文
を
創
出
し
、
第
三
に
そ
の
蘭
文
を
元
に
（
別

の
誰
か
が
）
も
う

―
つ
の
和
訳
を
作
成
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、
だ
と
し
て
も
、
当
該
蘭
文
を
底
本
と
し
た
な
ら
ば
、
ル
ー

ル
大
学
蔵
の
和
文
が
、
な
ぜ
蘭
文
署
名
中
の
元
号

Q
i
o
w
a
を
訳

さ
ず
、
「
癸
亥
」
と
い
う
干
支
を
記
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題

が
残
る
。

こ
れ
ら
を
整
合
的
に
説
明
す
る
一
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

手
順
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
干
支
の
署
名
を
付

し
た
和
文
を
起
草
し
、
次
に
そ
の
蘭
文
を
作
成
す
る
際
に
、
読

者
を
想
定
し
て
年
次
が
分
か
る
よ
う
に
干
支
を
元
号
に
変
換
し
、

そ
し
て
そ
の
蘭
文
に
基
づ
い
て
も
う
―
つ
の
和
文
を
作
っ
た
と

す
る
仮
定
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
、
ル
ー
ル
大
学
蔵
「
八
丈
島

教
諭
」
が
第

一
和
文
で
、
「
柳
圃
文
集
」
に
所
収
さ
れ
た
「
八
丈

ヶ
島
人
江
教
諭
」
が
第
二
和
文
と
な
る
が
、
い
ま
だ
不
確
定
要
素

が
多
く
、
さ
ら
な
る
謎
解
き
は
後
日
に
侯
つ
。

話
を
本
題
に
戻
す
と
、
享
和
三
年
八
月
の
年
紀
を
信
用
す
る

な
ら
ば
、
志
筑
忠
雄
は
存
命
し
て
お
り
、
蘭
文
を
作
成
し
た
可

能
性
を
現
時
点
で
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他

の
構
成
内
容
と
同
様
に
、
志
筑
の
作
文
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的

に
裏
付
け
る
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
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ー お
わ
り
に

見
て
き
た
よ
う
に
、
表
題
か
ら
志
筑
忠
雄
作
と
目
さ
れ
て
き

た
「
柳
圃
文
集
」
の
構
成
内
容
に
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
一

部
の
作
成
者
が
吉
雄
権
之
助
に
遡
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
加
え

て
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー

フ
ム
が
所
蔵
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
資
料
と

比
較
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
考
え
う
る
可
能
性
や
問
題
点
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。

以
上
よ
り
、
蘭
文
文
体
の
分
析
や
さ
ら
な
る
他
資
料
の
発
掘
な

ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は

「
柳
圃
文
集
」
の
構
成
内
容
が
志
筑
忠
雄
に
遡
る
文
章
と
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
吉
雄
権
之
助
を
は
じ
め
と
し
た
別

の
人
物
の
手
に
成
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

注

大
久
保
利
謙
「
洋
学
史
家
と
し
て
の
呉
秀
三
先
生
」
（
『日
本

医
史
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
四
号
、

一
九
八
二
年
）
、
四
九
〇

頁
。
こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
大
久
保
利
謙
と
蘭
学
資
料
研

究
会

・
蘭
学
書
」（
『明
治
が
歴
史
に
な
っ
た
と
き
史
学
史

と
し
て
の
大
久
保
利
謙
』
ア
ジ
ア
遊
学
248
、
二
0
二
0
年）、

【
付
記
】
「柳
圃
文
集
」
の
存
在
に

つ
い
て
は
吉
田
忠
先
生
か
ら
御
教
示

を
賜
っ
た
。
ま
た
、
「
柳
圃
文
集
」
と
関
係
の
深
い
資
料
が
、
ル
ー

ル
大
学
ボ
ー
フ
ム
蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
ォ
ン
・

ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
文
書
中
に
存
在
す
る
こ
と
は

S
v
e
n

6
 

5
 
4
 
3
 
2
 
二
0
九
頁
に
て
論
及
。

便
宜
上
、
旧
字
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
、
旬
読
点

を
付
し
た
。
以
下
、
全
て
の
引
用
文
で
同
。

改
行
は
底
本
を
反
映
し
た
。
ま
た
、
和
文
の
向
き
を
縦
に

改
め
た
。

改
行
は
底
本
を
反
映
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
和
文
の
向
き

を
縦
に
改
め
た
。

D
i
e
 S
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
'
S
a
m
m
l
u
n
g
 d
e
r
 R
u
h
r
'
U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
t
 

B
o
c
h
u
m
.
 1
.
1
6
6
.
0
1
6
,
 
8
4
r
'
8
5
v
.
 S
v
e
n
 O
s
t
e
r
k
a
m
p
 ¾
R
:
生

の
御
教
示
に
よ
っ
て
本
資
料
の
存
在
を
知
っ
た
。

D
i
e
 S
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
'
S
a
m
m
l
u
n
g
 d
e
r
 R
u
h
r
'
U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
t
 

B
o
c
h
u
m
.
 1
.
3
6
8
.
0
0
0
.
な
お
、
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
家
蔵
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
文
書
中
に
も
同
様
の
和
文

（
年
紀
は
干
支
）
と
、
そ
れ
に
加
え
て
蘭
文
も
所
蔵
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も

S
v
e
n
O
s
t
e
r
k
a
m
p
先
生
の
御
教

示
に
よ
る
。
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O
s
t
e
r
k
a
m
p
先
生
の
御
教
示
を
得
て
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ

の
他
蘭
文
解
釈
に
つ
い
て
も
知
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
の
意
と
し
た
い
。
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